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たことに ten dollars と英語で答えてきた。米ドルはあまり通用しないと聞いていたので
財布には現地通貨しか入っていなかった。そこで、moni Tahiti「タヒチの通貨」と言う




















た。毎日午後 6 時 30 分からニュースがタヒチ語とフランス語であったのだが、この番組の形
式が非常に興味深かった。我々のイメージするバイリンガルニュースとはずいぶん違い、一







く。その後 7 時前にはフランス語による天気予報、7 時からはフランス語ニュースが始まる
が、今度は、フランス人アナウンサーがタヒチ人アナウンサーを紹介し、タヒチ人アナウン
サーがタヒチ語でニュースの要約、その後フランス人アナウンサーにバトンタッチしフラン
ス語ニュースが続く。同じスタジオに二ヶ国語のアナウンサーが面と向かって座り、バトン
タッチしながらの二ヶ国語ニュースである。お互いにタヒチ語、フランス語の片方しかしゃ
べらない。フランス人アナウンサーはタヒチ人アナウンサーにフランス語で話しかけ、タヒ
チ人アナウンサーも頑としてタヒチ語でしか答えない。一見不思議な光景であるが、見よう
によっては、顔も見えない副音声のバイリンガルニュースよりもずっとのどかであったかい
感じがする。ちなみに、ニュースの中の街頭インタビューも同様である。レポーターがフラ
ンス語で質問すると、ある人はフランス語で、ある人はタヒチ語で答える、という不思議な
光景をしばしば目にした。 
 タヒチ語が現地でどの位話されているのか、実は少々不安があった。というのは、以前タ
ヒチ語の中級クラスを受講しているときのこと、ハワイに英語の研修にやってきたタヒチの
高校生グループが、我々のクラスを訪問してきたことがあった。その時、そのグループ内に
はタヒチ語をしゃべる人があまりいなかったのである。このままフランス語に飲み込まれて
しまうのではという不安を当時もったのを記憶している。しかしながら、実際にタヒチに行
ってみて、まだまだタヒチ語は元気であり、フランス語と微妙な共同生活を送っているよう
である。道端の標識やビニール袋に印刷されたリサイクルのメッセージまで、タヒチ語とフ
ランス語併記で書かれたものが町中に見かけられた。是非この調子でフランス語とタヒチ語
が共存共栄して欲しいものである。 
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